
にじいろ会
働く⼥性の学びと交流の場



にじいろ会とは
2014年6⽉発⾜

宇都宮卸商業団地
協同組合内の
企業で働く

⼥性の集まり

11時半〜午後1時まで
お昼休み+30分程度の

勤務時間を利⽤

平均参加者

約10社、15名前後

研修

意⾒交換会

交流会など

コロナ禍以前は毎⽉開催

（現在は不定期開催）

にじいろ会での講座⾵景



にじいろ会の
発⾜まで

2013年12⽉、宇都宮卸商業団地協同組合の
組合企業メンバーであった
（株）アラマキ荒牧菜苗より
⼥性の活躍推進に関する活動

（働く⼥性の学びと交流の場づくり）を提案

2013年当時
安倍政権が⽇本の成⻑戦略の⼀つとして

⼥性の活躍推進を掲げる

提案は組合の役員会ですぐに受理され
活動で使う予算（昼⾷等の交流費、講座開催

時の講師謝礼⾦など）が計上される

多くの組合員や組合事務局の協⼒により
参加希望者（社）が集まり
2014年6⽉に第⼀回を開催



にじいろ会への想い
（発起⼈として）

性的役割分業意識を打破したい気持ち
根強い「職場は男性優位優遇」意識
学⽣までは男⼥平等
実社会はどうだろう︖
モヤっている仲間を⾒つけたい︕

多様な⼈がうじゃうじゃいる社会が理想
組織のトップ・役職者は男性が多い現実
もっと多様な⼈がいてほしいと願う⽇々…
性別関係ない対等性、多様性を広めたい︕

→考えてるだけじゃなにも変わらない
前向きな⾏動を何かしよう︕というとき
安倍総理の記者会⾒を⽬にして
働く⼥性の集まる場づくりを思い⽴つ



にじいろ会
⽬的

働く⼥性の背中を押すきっかけ作り
仲間とのつながり作り

⽬標
仕事のスキルアップ
モチベーションアップ

⼈脈作り

⼯夫した点
参加者が偏らないよう、新メンバーも
⼊りやすいように交流会の座席を配置

会のたびに座席表の配布、⾃⼰紹介の時間設定
講座は仕事に役⽴つ様々なテーマを軸に開催

団地組合に所属する企業経営者に
にじいろ会の活動を報告宣伝



「にじいろ会」の効果
・社外で得られる気づきと刺激

→仕事への活⼒になるという声
・⼥性の活躍推進チームが発⾜した会社もあり

→そのチームの課題解決のために、にじいろ会メンバーにアンケートをとったり、
意⾒交換をしたりと、互いの相乗効果へ

・組合内での⼈的ネットワークの広がり
→近所にいる友⼈、相談仲間が増えた
社外の友⼈からアドバイスや経験談を得られる
といった声も数多くいただいております

・団地組合の新たな価値創造
→組合員同⼠の交流実現

・団地組合のイメージアップ
→マスコミや他県の組合から「にじいろ会」への問い合わせ等も増加



これまでの開催内容
コミュニケーション講座（挨拶、傾聴、認める、勇気づけ）
伝わる伝え⽅+提案⼒講座
ワークライフバランス講座
セルフマネジメント講座（⾃⼰基盤⼒）
⾃分の本質を発揮する⼈間⼒アップ講座
産休育休を良いターニングポイントにするためには講座
仕事に役⽴つ⾃⼰肯定感講座
仕事に役⽴つ話し⽅講座
仕事に役⽴つ⽚づけセミナー
⾦融商品リテラシー講座
しもつけ新聞活⽤講座
お茶の歴史、美味しいお茶のいれ⽅講座
他社で働く⼥性社員の講話
メンバーの会社訪問
会社⾒学（オフィスレイアウト）
事例発表（社内研修の企画⽴案実⾏について）
意⾒交換会
・男⼥における結婚観のミスマッチについて
・30-40代総合職⼥性の昇格昇進意欲の変容プロセスについて
・コロナ禍での変化について（各社の取り組み事例など）

暑気払い、忘年会、新年会、送別会
合計68回開催 (20.10.31現在)

〜講座や意⾒交換の翌⽉は、毎回その内容のふり返りをするなど
受講だけでなく、メンバー同⼠で復習したり、気づきの共有する時間も⼤切にしています〜



にじいろ会の
今後について

パルティ 2020.3 vol.149より

これまで様々な⽅の協⼒をいただき
開催し続けることができました

まわりの皆様に感謝しかありません

これからも
宇都宮卸商業団地協同組合に
なくてはならない集まりとして

そして
参加者・企業・組合・地域

皆様から喜ばれ
学びある温かいコミュニティを⽬指して

活動を続けてまいります

にじいろ会は⾒学も⼤歓迎で開催してます
お問合せは組合事務局（028-656-2323)

までご⼀報ください


